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平
成
23
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
ま

す
「
伏
見
連
続
講

座
―
ふ
れ
て
、
し
っ

て
、
み
て
伏
見
―
」
は
、
24
年
度

も
2
千
名
を
超
え
る
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
全
16

講
座
が
終
了
し
ま
し
た
（
1
講
座

雨
天
中
止
）。

　

今
年
度
の
実
施
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
決
定
次
第
、
改
め
て

「
き
ら
り
伏
見
」等
で
お
伝
え
し
ま

す
。

　

3
月
22
日
、
板
橋
フ
ァ
イ
ヤ
ー

ズ
の
選
手
の
皆
さ
ん
が
、
全
国
大

会
出
場
の
報
告
に
訪
れ
、
水
口
区

長
よ
り
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
3

月
24
日
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第

22
回
春
の
全
国
小
学
生
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
選
手
権
全
国
大
会
で
は
、

鎌
田
キ
ャ

プ
テ
ン
を

中
心
に
選

手
一
人
ひ

と
り
が
団

結
の
気
持

ち
を
胸
に

健

闘

し
、

ベ
ス
ト
8

ま
で
勝
ち

残
り
ま
し

た
。

　

小
栗
栖
宮
山
学
区
30
周
年
を
記

念
し
て
、
学
区
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
小
栗
栖
宮
山
小
学
校
に
、
野
外

炊
飯
場
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
22
日
に
は
、
地
域
の
方
々

と
児
童
代
表
が
参
加
し
て
開
所
式

が
行
わ
れ
、
さ
っ
そ
く
、
卒
業
生

が
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
つ
く
っ
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
子
ど
も
達
の
体
験
活
動

や
地
域
住
民
の
交
流
事
業
、
自
主

防
災
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
大
い

に
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

4
月
14
日
、
醍
醐
寺
で
行
わ
れ

た
豊
太
閤
花
見
行
列
に
、
醍
醐
十

校
区
少
年
補
導
委
員
会
が
参
加
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
醍
醐
十
校
区

の
小
学
生
が
各
大
名
を
先
導
し
、

国
宝
・
金
堂
前
の
特
設
舞
台
で
花

見
踊
り
を
披
露
す
る
な
ど
、
多
く

の
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

3
月
6
日
、
京
エ

コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

に
て
、
伏
見
の
環
境

に
配
慮
し
た
取
組
を

紹
介
す
る
「
伏
見
春

サ
ロ
ン
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
区
民
や
学

生
が
取
材
を
進
め
て
き
た
区
内
の

エ
コ
な
取
組
に
つ
い
て
、
6
ブ
ー

ス
に
分
か
れ
て
発
表
を
行
っ
た

後
、
伏
見
の
食
材
を
使
っ
た
ケ
ー

キ
を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
図
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
エ
コ
ラ

イ
フ
活
動
の
輪
を
広
げ
る
ア
イ
デ

ア
な
ど
熱
心
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

南
部
み
ど
り
管
理
事
務
所
で

は
、
伏
見
北
堀
公
園
な
ど
で
遊
具

や
樹
木
の
維
持
管
理
と
利
用
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

に
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
遊
具
の
安
全
点
検
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

〜
南
部
み
ど
り
管
理
事
務
所

 

か
ら
の
お
願
い
〜

　

日
頃
の
皆
様
の
積
極
的
な
清
掃

活
動
に
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、「
中
学
生
以

上
の
球
技
の
禁
止
」「
犬
猫
の
糞

を
始
め
と
す
る
ご
み
の
持
ち
帰
り

の
徹
底
」「
犬
の
放
し
飼
い
の
禁

止
」「
猫
の
飼
育
の
禁
止
」「
自
転

車
・
バ
イ
ク
の
乗
入
禁
止
」
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
が
利
用
マ
ナ
ー

を
守
り
、
公
園
が
、
地
域
の
皆
様

の
憩
い
の
場
所
と
な
り
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
同
事
務
所
（
☎
643
・
５
４

０
５
）

　

こ
の
季
節
、
夏
だ
い
こ
ん
や

き
ゅ
う
り
が
ま
さ
に
旬
！
食
材
も

料
理
方
法
も
エ
コ
な
お
も
て
な
し

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
6
月
16
日
（
日
）、
6
月
18
日

（
火
）、
各
10
時
〜
14
時

会
場
京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

定
員
20
名（
先
着
順
）

メ
ニ
ュ
ー
薄
焼
き
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
、

梅
干
し
と
夏
だ
い
こ
ん
の
サ
ラ

ダ
、
梅
味
噌
き
ゅ
う
り
、
ご
は
ん

他費
用
800
円（
材
料
費
）

対
象
高
校
生
以
上

問
合
せ
・
申
込
み
参
加
者
全
員
の
名

前
（
保
護
者
含
む
）・
年
齢
及
び
学

年
・
連
絡
先
を
5
月
15
日
（
水
）

か
ら
前
日
ま
で
に
電
話
（
641
・
０

９
１
１
）、
FAX (

641
・
０
９
１
２)

、

HP

（http://www.miyako-eco.

jp/

）
又
は
来
館
に
て
同
セ
ン
タ
ー

ま
で

季
節
を
楽
し
む

お
も
て
な
し
料
理

Ａ　
今
回
お
送
り
し
ま
し
た

納
税
通
知
書
は
、
平
成
25

年
4
月
1
日
現
在
、
バ
イ
ク
や
軽

自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
方
に

送
付
し
ま
し
た
。軽
自
動
車
税
は
、

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
で

は
、
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て

い
な
い
納
付
書
（
再
発
行
し
た
納

付
書
等
）
は
ご
利
用
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

納
付
書
裏
面
の
納
付
場
所
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
市
民
税
課
（
◯伏
☎
611
・
１

５
２
９
）課
税
課（
◯深
☎
642
・
３
４

０
９
◯醍
☎
571
・
６
８
１
２
）、
市

納
税
推
進
課（
☎
213
・
５
４
６
７
）

Ｑ　
軽
自
動
車
税
の

納
税
通
知
書
が
届

い
た
の
で
す
が
、
ど
こ
へ

納
め
に
行
け
ば
よ
い
で
す

か
？
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め

ら
れ
ま
す
か
？　

税
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

│ 

軽
自
動
車
税
の
納
税
│

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
保
険
料
の
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
災
害
そ
の
他
の

特
別
の
事
情
も
な
く
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に
対
し

て
は
、
財
産
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
給
与
、
預
貯
金
、
不
動
産
、

生
命
保
険
、
年
金
等
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。
保
険
料

の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
保
険
年
金
課
徴
収
推
進
担
当
（
○伏
☎
611
・
1
8
7
1

○深
☎
642
・
3
8
1
3
○醍
☎
571
・
6
5
6
8
）

板
橋
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

全
国
大
会
出
場

小
栗
栖
宮
山
小
学
校
に

野
外
炊
飯
場
が
完
成
！

「
伏
見
春
サ
ロ
ン
」開
催

豊
太
閤
花
見
行
列
に
参
加

伏
見
の
魅
力
を
再
発
見
！

平
成
24
年
度
伏
見
連
続
講
座

満
員
御
礼
!!

　

伏
見
消
防
団
で
は
、
伏
見
区
内

の
各
消
防
分
団
の
活
動
状
況
を
査

閲
し
、
団
員
の
職
務
遂
行
に
必
要

な
規
律
、
礼
式
等
の
状
況
を
審
査

す
る
「
通
常
点
検
」
と
、
災
害
に

備
え
配
備
さ
れ
た
小
型
動
力
ポ
ン

プ
を
使
用
し
た
「
消
防
訓
練
」
の

審
査
を
行
い
ま
す
。
各
分
団
が
日

ご
ろ
積
み
上
げ
ま
し
た
訓
練
の
成

果
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
5
月
19
日
（
日
）9
時
〜
11
時

場
所
京
都
市
立
藤
森
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

※
ご
来
場
の
際
は
、
公
共
交
通
機

関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
平
常
時
：
地
域
の
防
火
・
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
住
民
に

対
す
る
指
導
や
訓
練
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
の
訪
問
防
火
指
導
や

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、
応
急
手
当
の

普
及
啓
発
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

②
非
常
時
：
火
災
現
場
で
は
、
警

戒
区
域
の
設
定
と
群
衆
整
理
、
人

命
救
助
、
避
難
誘
導
、
物
件
の
搬

出
・
保
護
、
飛
火
の
警
戒
、
消
火

活
動
の
支
援
、
鎮
火
後
の
警
戒
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
の

消
防
団
の
活
動

状
況
に
よ
り
、
配
置
器
材
を
活
用

し
た
消
火
活
動
を
行
っ
て
早
期
鎮

圧
を
図
り
ま
す
。
震
災
そ
の
他
の

非
常
災
害
時
で
は
、
消
火
活
動
や

救
助
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
平
成
25
年
度 

伏
見
消
防
団

総
合
査
閲

　伏見消防団では、新入団員を募集しています。
地域防災やボランティア活動に興味のある方は、
ぜひご連絡ください。区内にお住まい又はお勤め
の18歳以上の方なら、男女を問わず入団できます。
問合せ伏見消防署総務課庶務係（☎641-5355）

～熱き心を愛するわがまちのために !!

ヒトは昼行性のため、早寝早起きが
体調改善につながり、心が穏やかに
過ごせます。

『早寝早起き』のヒント
お日様の光を
浴びましょう。

生体(体内)時計がリセットされて、
セロトニンという気分を穏やかにす
る脳内物質が高まります。
朝しっかり起きることで充実した一
日が過ごせます。

体を動かして元気に
遊びましょう。

たくさん遊ぶとセロトニンの分泌が
さらに高まります。
昼にお日様の光を浴びることで夜に
眠りやすくなります。

部屋を暗くして
ぐっすり眠りましょう。

ぐっすり眠ることで成長ホルモンや
体の細胞を守るホルモンがしっかり
分泌されます。
体調改善にも効果抜群！！

　春は気分一新の季節！この機会に親
子で生活リズムも見直して、気持ち良
い1日が過ごせればいいですね。

　深草トレイル大岩山展望所コー
スの一斉清掃を実施します。途中、
急な上り坂もございますので、動
きやすい服装でお越しください。
清掃用具は準備しています。
日時6月1日（土）10時集合
（11時30分頃解散予定）
※雨天中止（開催の有無は、当日8時以降に京都いつでもコール（☎661‒3755）へ
お問い合わせください。）
集合場所深草総合庁舎玄関前及び東古御香公園（どちらでも可）
解散場所大岩山展望所　申込み不要
協力龍谷大学ボランティア・NPO活動センター
問合せ地域力推進室まちづくり推進担当（○深☎642‒3203）

　本市では、障害のある方の日常生活の相談や福祉サービスの利用援助などを行う「障害者地
域生活支援センター」を設置しています。今年度からは、身体・知的に加えて精神の障害に対
応するセンターを拡充し、相談に応じていきますので、どうぞご利用ください。

こ
ん
に
ち
は
！

南
部
み
ど
り
管
理

事
務
所
で
す

障害者地域生活支援センターのご案内
　

お
祭
り
や
学
園
祭
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
短
期
間
で
ご
み
が
大
量

に
発
生
す
る
な
ど
、
環
境
に
大
き

な
負
荷
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
や
参
加
者
の
環
境

意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
次
の

支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
賢

く
活
用
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
経
費

も
、
環
境
へ
の
負
荷
も
軽
く
し
ま

し
ょ
う
！

「
京
都
市
認
定
エ
コ
イ
ベ
ン
ト
」

登
録
で
エ
コ
化
を
Ｐ
Ｒ
！

　

イ
ベ
ン
ト

の
エ
コ
化
に

取
り
組
む
主

催
者
を
応
援

す
る
た
め
に
「
京
都
市
認
定
エ
コ

イ
ベ
ン
ト
」
登
録
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
ノ
ボ
リ
や
ロ
ゴ
を
使
っ

　

環
境
月
間
の
6
月
に
、
美
し
い

ま
ち
を
目
指
し
て
、
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
す
。

　

清
掃
用
具
は
準
備
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
申
込
不
要
。

場
所
・
日
時

﹇
伏
見
桃
山
地
域
﹈6
月
6
日
（
木
）

9
時
30
分
、
御
香
宮

﹇
醍
醐
地
域
﹈6
月
8
日
（
土
）

10
時
、
折
戸
公
園

　

ご
み
処
理
施
設
や
再
資
源
化
施

設
等
の
見
学
を
通
じ
て
、
身
近
な

ご
み
問
題
を
見
つ
め
直
し
、
環
境

　

私
道
の
舗
装
新
設
・
舗
装
補
修

工
事
の
際
に
、
標
準
工
事
費
の

75
％
を
助
成
し
ま
す
（
舗
装
工
事

に
伴
う
排
水
施
設
＝
L
型
街
渠
の

新
設
・
補
修
を
含
む
）
。
助
成
の

要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
土
木
事
務

所
・
区
役
所
・
支
所
で
配
布
の
手

引
き
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
5
月
13
日
（
月
）
〜
8
月

30
日（
金
）

申
請
・
問
合
せ
伏
見
土
木
事
務
所

（
☎
611
・
５
３
７
１
）

て
、
主
催
者
の
取
組
を
参
加
者
に

分
か
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま

す
。

賢
く
使
お
う
！

「
リ
ユ
ー
ス
食
器
」助
成
金
制
度

　

イ
ベ
ン
ト
か
ら
出
る
ご
み
を
減

ら
す
特
効
薬
と
な
る
「
リ
ユ
ー
ス

食
器（
※
）」
を
広
め
る
た
め
、
導

入
費
用
に
対
す
る
助
成
制
度
を
設

け
、
導
入
費
用
の
2
分
の
1
を
助

成
し
て
い
ま
す
（
上
限
10
万
円
）。

＊
助
成
対
象

イ
ベ
ン
ト
は

「
京
都
市
認

定
エ
コ
イ
ベ

ン
ト
」
の
登

録
が
必
要
で

す
。

※
洗
う
こ
と

で
繰
り
返
し
何
度
も
使
え
る
食
器

問
合
せ
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
◯伏
☎
366
・
０
１
９
６
◯深
☎
366
・

０
１
９
８
◯醍
☎
366
・
０
３
１
１
）

﹇
下
鳥
羽
・
城
南
宮
地
域
﹈6
月
9

日
（
日
）9
時
、
城
南
宮
駐
車
場

﹇
稲
荷
・
砂
川
地
域
﹈
6
月
22
日

（
土
）10
時
、
稲
荷
児
童
公
園

※
雨
天
中
止
（
開
催
の
有
無
は
、

当
日
8
時
以
降
に
京
都
い
つ
で
も

コ
ー
ル
（
☎
661
・
３
７
５
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

問
合
せ
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く

り
推
進
担
当
（
◯伏
☎
611
・
１
１
４

４
◯深
☎
642
・
３
２
０
３
◯醍
☎
571
・

６
１
３
５
）

に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

つ
い
て
考
え
る
バ
ス
ツ
ア
ー
へ
の

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
サ
ー

ク
ル
や
地
域
の
団
体
、
町
内
会
な

ど
、
環
境
に
関
心
の
あ
る
グ
ル
ー

プ
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
（
営
利
法
人
不
可
）。
事
前
に

日
時
、
見
学
内
容
（
京
都
市
の
ご

み
処
理
・
再
資
源
化
施
設
）
な
ど

に
つ
い
て
希
望
を
お
伺
い
し
、
最

適
な
見
学
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
開

催
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

見
学
期
間
平
成
25
年
4
月
〜
平
成

26
年
3
月
末

定
員
1
組
30
名
ま
で
（
要
相
談
）

申
込
み
・
問
合
せ
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
◯伏
☎
366
・
０
１
９
６
◯深

☎
366
・
０
１
９
８
◯醍
☎
366
・
０

３
１
１
）

み
ん
な
で
ま
ち
を

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
！

春の大岩山一斉清掃ウォークを開催
～美しい深草をみんなの力で～

め
ざ
せ
！

エコ
イ
ベ
ン
ト
！

講座のようす

を歩く

危険物
安全週間
6月2日（日）～
8日（土）

●
栢
ノ
杜
遺
跡
を
め
ぐ
る
新
発
見

　
　

先
日
、
私
は
「
下
醍
醐
栢

か
や
の
も
り森

事
」
と
い
う
史
料
を
調
査
し
ま
し

た
（『
東と

う

寺じ

観か
ん

智ち

院い
ん

金こ
ん

剛ご
う

蔵ぞ
う

聖
し
ょ
う

教
ぎ
ょ
う

文も
ん

書じ
ょ

』
第
一
八
四
函は

こ

文ぶ
ん

一
四
六
号
。

京
都
府
立
総
合
資
料
館
架
蔵
写
真

帳
）。
こ
れ
は
、
南
北
朝
時
代
の

貞
じ
ょ
う

治じ

二
年
（
1
3
6
3
）
に
俊

し
ゅ
ん

一い
ち

上
し
ょ
う

人に
ん

と
い
う
僧
侶
が
記
し
た
栢

ノ
杜
の
由
緒
を
写
し
た
も
の
で

す
。

　

そ
の
内
容
は
初
め
て
分
か
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
と
く
に
重
要

で
あ
る
の
は
、「
惣そ

う

門も
ん

が
西
向
き

　
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
醍
醐
も
ち
も
ち
ぃ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」
で
訪

れ
た
「
栢か

や

ノの

杜も
り

遺い

跡せ
き

」
に
関
し
て
、
最
近
歴
史
的
に
注
目
す
べ
き
発
見

が
あ
り
ま
し
た
。
前
・
後
編
の
二
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
（
今
回
は

後
編
。
前
編
は
平
成
25
年
3
月
15
日
号
掲
載
）。

で
、
本
尊
は
東
向
き
だ
。
額
に
は

「
浄
土
寺
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
弘ぐ

誓ぜ
い

院い
ん

殿ど
の

の
筆
で
あ
ろ
う
か
」
と
い

う
一
文
で
す
。
丈

じ
ょ
う

六ろ
く

堂ど
う

の
本
尊
の

阿あ
み

弥だ

陀に
ょ

如ら
い

来
が
東
を
向
く
と
い
う

こ
と
は
、
参
拝
者
は
西
に
本
尊
を

礼
拝
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
阿
弥
陀
如
来
が
西
方
極
楽
浄

土
の
教
主
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
見
逃
せ
な
い
の
は
、
額

の
銘め

い

文ぶ
ん

で
す
。
こ
れ
ま
で
栢
ノ
杜

に
あ
っ
た
堂
舎
の
寺
名
は
全
く
不

明
で
し
た
が
、
こ
の
銘
文
か
ら
実

は
「
浄
土
寺
」
と
い
う
寺
名
を
有

し
た
こ
と
が
新
た
に
判
明
し
ま
し

た
。
こ
の
寺
名
は
、
重
源
の
時
代

に
遡
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。　

　

な
お
、
銘
文
を
書
い
た
「
弘
誓

院
殿
」
と
は
、
鎌
倉
時
代
の
貴
族

で
あ
る
九く

条
じ
ょ
う

教の
り

家い
え

の
こ
と
で
す
。

彼
は
能の

う

書し
ょ

の
誉
れ
高
く
、
敬け

い

虔け
ん

な

仏
教
信
仰
を
持
つ
人
物
で
し
た
。

京
都
大
学
大
学
院

人
間
・
環
境
学
研
究
科
　
坂
口
太
郎

問
合
せ
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く

り
推
進
担
当
（
◯醍
☎
571
・
６
１
３

５
）

後編

醍
醐
も
ち
も
ち
ぃ
ん
ウ
ォ
ー
ク
外
伝

お住まい
の地域 センター名 住所 上）電話

下）FAX 対象

伏見区
（醍醐支所
管内を除く）

ふかくさ 伏見区深草一ノ坪町40‒6 641-2560
641-2545 身体・知的・精神

障害のある方あいりん
対象拡大 伏見区向島二ノ丸町151‒34 604-6159

604-6155
ふれあいサロ
ンねっこの郷 伏見区淀本町231‒40 631-0505

631-6002 精神障害のある方

醍醐支所
管内

だいご 伏見区醍醐高畑町30‒1
（パセオダイゴロー北館2階）

634-5568
634-5574 身体・知的・精神

障害のある方らくとう
対象拡大

山科区竹鼻外田町8
エスポワール京都101号

591-8856
502-0084

からしだね
センター 山科区勧修寺東出町75 574-2800

574-0025 精神障害のある方

＜センター一覧＞

◎
消
防
団
員
大
募
集
！

私道の舗装新設・
舗装補修工事に
助成します

朝

昼

夜

早
寝
早
起
き

 

ぐ
っ
す
り
睡
眠

親
子
で
楽
し
く
♪

環境施設見学会
「エコバスツアー」
参加団体募集

伏見エコライフ  検索HP・Facebook

復元図提供：
京都市埋蔵文化財研究所次長 梶川敏夫氏


